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文部科学省が推進するアクティブ・ラーニング (AL) 型授業は，複雑化する社会に対応できる人材育

成への効果が期待されており，エビデンスに基づく教育が求められる．しかし，現在，AL 型授業の授業

評価／改善に対しては効果的な方法が確立されておらず，個々の授業担当者の主観や経験則に依存して

いる．本研究では，VR 技術，センサー技術を活用し，授業担当者が実践する AL 型授業の過程を電子デ

ータとして記録でき，記録された授業過程を多様な視点から評価可能とする，VR 遠隔授業評価支援シ

ステムを提案する．システムのプロトタイプを開発し，教育映像システム事業を手がける企業に対しデ

モをおこない，教育サービス提供者の目線からシステムの改善点を明らかにした． 

キーワード: アクティブ・ラーニング型授業，エビデンスに基づく教育，授業評価，授業改善，VR（仮

想現実），センシング技術

1. はじめに 

文部科学省による新たな学習指導要領(1)(2)に伴い，

アクティブ・ラーニング（以下，AL と略記）型授業の

導入が進んでいる．AL 型授業は，従来の一方向的な授

業形式に対し，学修者の能動的な学修への参加を促す

手法を取り入れた学習法である(3)．AL 型授業は，複雑

化する社会に対応できる人材育成への効果が期待され

ている反面，教育効果の評価が困難であるという課題

があり，授業過程やその評価指標をデータとして記録

し，客観的な視点から授業の評価・改善を行う，エビ

デンスに基づく教育 (Evidence-based Education, 

EBE)(4)の実践が求められている(5)(6)．しかし，現在，

AL 型授業の授業評価・改善の効果的な手法は確立さ

れておらず，授業担当者の主観や経験則に依存してい

る現状があり，AL 型授業における EBE を支援するシ

ステムが求められる． 

関連研究として，授業過程を映像として記録しエビ

デンスとして扱う，授業評価・改善の研究(7)がある．し

かし，記録が映像データであることから，評価におけ

る視点が固定されることで，授業の全体像の把握が困

難となる課題点がある．AL 型授業は参加者個別のパ

フォーマンスだけでなく，他の参加者との関係性も重

要であり，AL 型授業においてより効果的な授業評価

をおこなうためには，授業担当者の視点や各参加者の

視点など，より多様な視点から授業を評価可能とし，

客観的なデータとして記録できる手法が必要であると
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考えられる． 

本研究では，効果的な授業評価をおこなうにあたっ

て有用となる情報を検討するために，授業担当者が実

践する AL 型授業の過程を時系列データとして記録で

き，後刻授業を再現でき，多様な視点から評価を可能

とする，授業評価支援システムを提案する．システム

のプロトタイプを開発し，ニーズを持つ企業に対しデ

モを行うことで，提案システムに対する意見を収集し

た． 

2. 要件定義とシステム設計 

2.1 要件定義 

本研究では，VR (Virtual Reality, 仮想現実)を活用

し，AL 型授業を仮想空間上で実践可能な環境を構築

し，空間上の事象を電子データとして記録・再現を可

能とする手法を提案する．VR は，現実世界の事象を計

算機上で擬似的に再現可能とする技術であり，従来の

映像ベースでの記録手法とは異なり，仮想空間に没入

している参加者の動作を始めとする空間内での事象を，

電子データとして記録することが可能となる．また，

記録したデータに基づいて，記録時の事象をそのまま

再現し，追体験することが可能となる．このことから，

従来の映像ベースでの手法における課題である，評価

のための視点が映像データの範囲に制限される点が解

消され，より有意義な評価につながると考えられる． 

本論では提案した手法を実現するために，VR 技術，

センサー技術を活用し，授業担当者が実践する AL 型

授業の過程を電子データとして記録でき，記録された

授業過程を多様な視点から評価可能とする，VR 遠隔

授業評価支援システムを提案する．なお，本研究で提

案する VR 遠隔授業評価支援システムは，対面で実際

される AL 型授業への適用も見据えている．AL 型授

業評価に有効な指標を明らかにすることで，将来的に

は，対面 AL 型授業のセンシング技術の発展にも貢献

したいと考えている． 

2.2 システム設計 

図１に，提案システムの全体設計を示す．提案シス

テムは，「遠隔授業環境構築システム」と「コンテンツ

管理システム」が連携することで成立する． 

全体設計のうち，前述の要件定義を満たす核となる

機能が，遠隔授業環境システムのユーザ活動記録・再

現機能，コンテンツ管理システムのユーザ活動データ

入出力機能である．2 つの要素が連携することで，あ

る時点で行われた授業の過程を，時系列の電子データ

として記録・再現することが可能となる．また，今後

授業評価に有効な指標を明らかにし，記録するデータ

形式に反映させることで，遠隔・対面両方の AL 型授

業の記録・評価支援が行える汎用的なシステムに昇華

できると考えられる． 

図 1. システムの全体設計図 

3. システムの機能と開発状況について 

全体設計に基づき，現在は提案システムのプロトタ

イプを開発中である．図２に現状のシステム構成と利

用技術を示す. 

 

 

図 2. システムの内部構成図 

 

授業参加者が仮想空間に没入するための VR アプリ

ケーションは，リアルタイム開発プラットフォームで

ある Unity ソフトウェア(8)を開発環境とし，ネットワ
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ーキングエンジンである PUN2 (Photon Unity 

Networking framework)(9)を遠隔通信手段として採用

し開発を行っている．また，仮想空間内で使用するコ

ンテンツ類を管理するため，オープンソースのコンテ

ンツ管理システムである WordPress(10)を別途採用し，

VR アプリケーションと連携させている． 

3.1 授業活動環境構築機能 

仮想空間上に複数の参加者が接続し，共同活動をお

こなえる環境を構築する機能である．授業担当者はホ

ストとなって VR セッションを作成し，参加者が VR

セッションに接続する．図 3 に，授業活動環境構築機

能を示す．VR アプリケーション／PC アプリケーショ

ン間で各参加者のユーザインフェース（UI）操作や音

声が共有され，アバターを介したコミュニケーション

が可能となっている． 

 

 

図 3. 授業活動環境構築機能 

3.2 コンテンツ共有機能 

授業参加者が文書データ等のコンテンツデータを，

仮想空間内の参加者間で共有可能とする機能である．

仮想空間内でコンテンツを共有するには，まずコンテ

ンツ管理システムにコンテンツを登録する必要がある．

現在は，文書ファイル（PDF ファイル），画像ファイ

ル（平面・360 度），3D オブジェクト，活動データ（Zip 

ファイル）に対応している．コンテンツ管理システム

に登録されたコンテンツは仮想空間内に設置された

UI で呼び出すことができる．UI から呼び出した各コ

ンテンツを示したものを図 4 に示す．仮想空間に出現

したコンテンツは参加者間で共有される． 

 

 
図 4. コンテンツ共有機能 

3.3 授業活動記録・再現機能 

授業活動記録・再現機能は，仮想空間内で起きた事

象をデータとして記録・再現可能とする機能である．

図 5 に授業活動記録・再現機能を示す．記録した活動

データは後刻，仮想空間上で再現でき，また活動デー

タを再現した空間に，複数の参加者が同時に没入する

ことも可能であり，自由に移動しながら活動を評価す

ることが可能である． 

 

 
図 5. 授業活動の記録・再現機能 

4. 提案システムの試行 

提案システムとビデオ会議システム Zoom を用いて，

2021 年 9 月 13 日に企業 8 名（内，提案システム利用

者 3 名）に対し，デモの形でシステムを試行した．デ

モの内容は，高校や大学等で想定される AL 型授業を

想定したものである．デモの流れは，以下の通りであ

る． 

(1) PDF を用いた講義・プレゼンテーション 

(2) 360 度コンテンツを用いた地学の学習 

(3) 日本地図 (画像)を用いた地理の学習 
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(4) 3D オブジェクトを用いた鑑賞活動 

 

 デモを通じて，提案システムの有効性や使用感に関

する意見を収集した．その結果，「行われた議論の過程

を追跡するような評価がおこなえそうである」という

肯定的な意見が得られた．一方で，「活動データ再現時

に早送りなど多様な操作ができると良い」「仮想空間内

で誰が発言しているのかを明確にするべきである」「発

話の再現時には，発話した時点での位置関係を考慮し

て再現を行ったほうがより効果的である」というよう

な改善意見も得られた．このことから，現状のプロト

タイプにおいて，発話データも参加者ごとに分けて再

現を行えるようにする機能の修正が有効であることが

わかった． 

5. まとめと今後の展望 

本研究では，AL 型授業の評価改善支援を目的とし

た VR 遠隔授業評価支援システムを提案した．AL 型

授業を実施できる仮想環境を構築し，授業活動の記録・

再現機能によって，非同期に多様な視点から活動の評

価を可能にした． 

今後は収集した意見に基づいてシステムを改良し，

AL 型授業の実践と評価を通じて，提案システムの有

効性を検証する予定である． 
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